
えすぽあ　No.50

　

取
り
組
む
中
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と

は
？

　
職
場
の
雰
囲
気
の
変
化
で
す
。

　
以
前
は
、
妊
娠
・
出
産
を
機
に
、

ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
退
職
し
て
い
ま

し
た
が
、
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん

だ
今
で
は
、
職
員
が
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
が
で
き
、
そ
れ
を
見
て
、
若

い
職
員
も
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　
職
員
を
大
切
に
す
る
施
設
の
姿
勢

が
伝
わ
り
、
大
切
に
し
、
大
切
に
さ

れ
る
職
場
風
土
へ
と
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　
最
後
に
取
り
組
み
を
始
め
よ
う
と

し
て
い
る
方
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
ど
ん
な
取
り
組
み
に
も
共
通
す
る

こ
と
で
す
が
、
一
度
に
成
果
を
求
め

な
い
よ
う
に
し
た
方
が
良
い
と
思
い

ま
す
。
良
い
も
の
を
作
ろ
う
と
し
て

考
え
す
ぎ
る
と
、
何
も
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
今
身
近
に
あ
る

に
は
、
両
親
揃
っ
て
子
ど
も
の
世
話

が
で
き
る
よ
う
に
気
兼
ね
な
く
休
暇

が
取
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
は
？

　
体
調
不
良
や
冠
婚
葬
祭
で
し
か
休

み
が
取
れ
ず
、
個
人
の
時
間
が
と
り

に
く
い
職
場
に
、
未
来
が
あ
る
の
か

不
安
に
感
じ
た
こ
と
で
す
。
将
来
、

希
望
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

職
場
で
な
い
と
人
は
集
ま
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
危
機
感
か
ら

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　
働
き
方
改
革
を
進
め
る
際
に
、
何

か
ら
始
め
ま
し
た
か
？

　
ま
ず
は
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
職
場
に

対
す
る
要
望
を
調
査
し
、
施
設
内
の

空
調
設
備
の
整
備
な
ど
身
近
な
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
。
他
に
も
、
子
育

て
や
休
暇
制
度
に
つ
い
て
も
調
査
し
、

活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
何
が
必

要
か
を
調
べ
、
改
革
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
取
り
組
み
で
苦
労
し
た
こ
と
は
？

　
習
慣
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
変
え

て
い
く
こ
と
へ
の
抵
抗
感
を
、
ど
う

や
っ
て
取
り
除
い
て
い
く
か
で
す
ね
。

少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
こ
と
で
職
員

が
受
け
入
れ
や
す
く
な
る
よ
う
に
工

夫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
を
主

軸
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、
制
度

の
恩
恵
を
受
け
な
い
職
員
た
ち
が
制

度
に
対
し
て
思
い
を
持
て
る
よ
う
に
、

制
度
策
定
で
は
中
心
と
な
っ
て
進
め

て
も
ら
い
ま
し
た
。

目
標
と
し
て
い
る
「
男
女
が
と
も
に

さ
ん
さ
ん
と
輝
け
る
ま
ち　

津
山
」

を
実
現
す
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
に

も
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
え
す
ぽ
あ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ま
れ
、

“
Ｎ
Ｈ
Ｋ
”
の
番
組
や
セ
ミ
ナ
ー
等

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
高
寿
園
（
下
高
倉
西
）

施
設
長
の
仁
木
則
子
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
津
山
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」
で
は
、
津
山

市
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
と
は
仕
事
と
生
活
の

両
立
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
）
実
現
の
た
め
、
業
務
の
効
率
化

や
長
時
間
労
働
の
削
減
、
従
業
員
の

多
様
な
働
き
方
を
認
め
る
こ
と
に
よ

り
従
業
員
の
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
生
産
性
の
向
上

を
目
指
し
た
り
、
職
場
環
境
の
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　

「
さ
ん
・
さ
ん
」
で
は
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
企

画
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
企
業
の
認
定
、
働
き
方
改
革
へ

の
取
り
組
み
を
行
う
企
業
へ
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
に
よ
り
、
誰
も
が
希

望
す
る
働
き
方
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
は
、
そ
の
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。
こ
れ
は
「
さ
ん
・
さ
ん
」
が

「
男
女
が
と
も
に
さ
ん
さ
ん

と
輝
け
る
ま
ち
　
津
山
」
の

実
現
へ

働
き
方
改
革

えすぽあインタビュー

仁木則子 さん

　

現
在
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
高
寿
園
で
は
、
職
員
が
子
ど
も
連

れ
で
出
勤
す
る
「
子
ど
も
出
勤
」
や

妊
娠
・
出
産
・
育
児
・
介
護
を
理
由

と
し
て
退
職
し
た
職
員
が
退
職
後
３

年
以
内
に
復
職
希
望
を
出
し
た
場

合
、
退
職
当
時
の
賃
金
で
復
職
で
き

る
復
職
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
男
性
職
員
の
た
め
に
、
「
ニ
ュ

ー
パ
パ
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
制
度
を

作
り
、
子
ど
も
が
体
調
不
良
の
と
き

資
源
を
見
直

し
て
始
め
て

み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
経

営
層
だ
け
で

な
く
職
員
た

ち
と
も
一
緒

に
考
え
て
い

く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い

ま
す
。



えすぽあ　No.50

第４次津山男女共同参画さんさんプランを策定しました
「男女がともにさんさんと輝けるまち津山」の実現をめざして　取り組みます！

男女が互いにその人権を尊重しつつ、喜びも責任もともに分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を発揮することができる

男女共同参画社
会実現への基盤
づくりⅠ

Ⅱ人権の尊重と安
全・安心な暮ら
しの実現

　家庭や地域などあらゆる場面で、一人ひとりが個性
と能力を十分発揮し、自らの意思により対等な立場で
社会参画するため、妨げとなる社会制度や慣行を見直
し、あわせて意識改革のための啓発を行います。
　男女共同参画の意識が市民一人ひとりに浸透するよ
う、家庭や地域、学校等での教育・学習の充実に努め
ます。
　次世代を担う子どもに対しても、健やかに個性と能
力を発揮し成長できるように、子どものころから男女
共同参画社会への理解を促進し、将来を見通した自己
形成ができるように取り組みを進めます。

　男女間での暴力は、重大な基本的人権の侵害である
と同時に、男女共同参画社会実現の大きな障壁となっ
ています。社会全体で克服する課題として、男女間の
暴力の根絶に向けた取り組みを進めます。
　ライフステージに応じて、生涯を通じた男女の健康
の保持・増進の取り組みや健康を脅かす問題の啓発に
努めます。
　男女共同参画の視点に立った防災・防犯、観光や環
境に配慮した都市づくりを進めます。また生活困窮者
や高齢者、障害者、性的少数者など様々な困難を抱え
る人たちが能力を発揮し、社会参加できる環境づくり、
他国の男女共同参画への理解促進など、ともに生きて
いく多文化共生社会を目指します。

● DVについて　　　　　　　　　　　　単位（％）

● 各分野における男女平等の意識について   単位（％）

　　（２）男女共同参画に関する調査・研究
２　男女共同参画の視点に立った教育・学習の充実
　　（３）男女共同参画の視点に立った学校教育等の
　　　　推進
　　（４）男女共同参画の視点に立った生涯学習等の
　　　　推進

１　男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見
　　直しと意識づくり
　　（１）男女共同参画の理解、意識改革のための広報
　　　　・啓発

３　男女間のあらゆる暴力の根絶（DV防止計画）
　　（５）DV発生の防止及び抑制に向けた取り組み
　　（６）被害者等救済体制の充実
　　（７）被害者の自立を支援する環境整備
　　（８）関係機関との連携強化と民間団体との協働

自分自身が暴力を受けたことがある
自分自身が暴力をふるったことがある
暴力について見たり聞いたりしたことがある
ない 無回答

３
つ
の
基
本
目
標

９
つ
の
重
点
目
標

21
の
主
要
施
策

全体

女性

男性 2.9
1.4

9.8 1.8

7.4

10.1 79.0

8.9 75.9

10.3 75.6

7.2

5.8

6.61.7

家庭
では

女性

男性
{

女性

男性
{

女性

男性
{

女性

男性
{

女性

男性
{

1.3
4.5

8.525.060.7

1.4
5.1

7.236.250.0

職場
では

3.615.225.052.2 4.0

7.2
4.3

11.631.245.7

政治
では

2.713.49.474.1
0.4

5.86.521.065.2
1.4

学校
では

6.323.242.925.4 2.2

9.415.253.618.1 3.6

地域
社会
では

4.918.822.849.1 4.5

2.213.034.842.8 7.2

平成28年調査

平成28年調査
男性優遇・
どちらかとい
うと男性優遇

平等 無回答わからない
女性優遇・
どちらかとい
うと女性優遇



えすぽあ　No.50

第４次津山男女共同参画さんさんプランを策定しました
「男女がともにさんさんと輝けるまち津山」の実現をめざして　取り組みます！

男女が互いにその人権を尊重しつつ、喜びも責任もともに分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を発揮することができる

Ⅲあらゆる分野への
男女共同参画の推
進（女性活躍推進計画）

● 女性が働き続けるために必要なこと　　単位（％）

〔プランの期間　平成30年（2018）年度〜平成34年（2022）年度〕

４　生涯を通じた男女の健康支援
　　（９）健康の保持・増進支援
　　（10）性と生殖に関する健康の重要性と母子保護に
　　　　関する正しい知識の普及
５　地域社会における男女共同参画の推進と安全・安
　　心な環境づくり
　　（11）男女共同参画の視点に立った地域防災・防犯
　　　　体制の確立
　　（12）貧困・高齢・障害等により困難を抱えた人が
　　　　安心して暮らせる環境づくり
　　（13）都市づくり・観光・環境の分野における男女
　　　　共同参画の促進
６　国際化社会に対応する男女共同参画の取り組み
　　（14）国際的な取り組みへの理解と市内在住外国人
　　　　に対する支援の充実

７　政策・方針決定過程への女性の参画拡大
　　（15）政策・方針決定過程への女性の参画の推進
　　（16）事業者・市民団体等への女性の参画の促進
８　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現
　　（17）家庭や地域における男女共同参画の促進
　　（18）多様なライフスタイルに対応した子育て・介
　　　　護支援の充実
　　（19）仕事と生活の調和の実現に向けた環境づくり
９　働く場における男女共同参画の推進
　　（20）男女が対等なパートナーとして働く職場環境
　　　　づくり
　　（21）女性のチャレンジ支援

　女性の参画を促進するとともに、女性が力をつけ自
ら主体的に行動するための、研修や学習の機会を提供
します。
　男女がそれぞれの価値観やライフスタイルを認め、
誰もが職場・家庭・地域でバランスのとれた生活をお
くることができ、安心して子育てや介護もできる環境
づくりに努めます。
　雇用の分野で男女が均等な機会と待遇の確保を推進
するとともに、意欲と能力のある女性の起業やキャリ
アアップ、再チャレンジを支援します。

　津山男女共同参画センター「さん・さん」は、男女共同参画
のまちづくりを進めるための拠点施設です。「男女がともにさ
んさんと輝けるまち　津山」の実現をめざして取り組んでいます。

【開館時間】（月・水～金）10:00～19:00
　　　　　　（ 土 ・ 日 ）10:00～18:00
【休 館 日】毎週火曜日、祝日、年末年始
【所 在 地】〒708―8520 津山市新魚町17　アルネ・津山5階
　　　　　　☎ 31―2533　 Fax 31―2534

●ご相談ください
　日常生活の中で女性が抱えるさまざまな悩みや不安を女性の相談員が一緒
　に考えます。
　◆女性の悩みごと相談（予約優先／面接、電話どちらでも）
　　毎週水曜日・奇数月第３土曜日　10:00～16:00
　　※その他の日は職員がお伺いします。
●情報を提供します
　男女共同参画に関する図書、ビデオ、DVDの閲覧、貸し出しができます。
　情報紙「男女共同参画だより『えすぽあ』」を発行しています。
●各種団体に活動や交流の場を提供します
●学習できます
　男女共同参画に関するセミナーの開催、出前講座を実施しています。

保育施設の充実や保育時間の延長

職場の理解

両親や配偶者など家族の協力

育児休業制度や子の看護制度、　
　　　介護休暇制度などの取得促進

事業所内保育所などの　
　　　　　　　福利厚生施設の充実

病児や高齢者などの世話に対する　
　　　社会的サービスを充実させる

労働時間の短縮や休日を増やす　
　　　　　　　　などの制度の充実

働くうえでの性別による差をなくす

女性の管理職を増やして、経営・政策方
針決定に参画する機会を男女均等にする

その他

無回答 1.8
4.3

0.9
2.9

4.0
10.1

8.9
13.0

37.1
37.0

49.6
41.3

41.5
29.0
24.1
30.4
25.0
16.7
31.7
19.6

50.4
54.3

「さん・さん」ってこんなところ

平成28年調査

女性
男性
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登録団体紹介

出前講座
行きます！

インタビューショート

「さん・さん」には団体の登録制度があります。登録されると会議室の
利用料が免除されるなどの利点があります。男女共同参画社会の実現に
向けた取り組みをしている団体などが活動する場所として、活用を検討
してみてはいかがでしょうか。

新着図書
紹介

「働き方」をテーマに、女性初の岡山県美作県民局長、
渡邊知美さんにお話を伺いました。

 「さん・さん」では、男女を問わ
ずだれもが自分らしい生き方ができ
る男女共同参画社会の実現に向けて、
市職員による出前講座を行っていま
す。町内会、職場の研修、学校など
で活用いただいています。気軽にお
問い合わせください。
☆出前講座の時間は30分から60分
　程度が目安です。
☆会場の使用料等の諸経費は、主催
　者で負担となります。
【これまでの実施例】
・男女共同参画について
・ワーク・ライフ・バランスについて
・配偶者からの暴力（DV）について

　男女共同参画に関する図書・ビデ
オ・DVDを取り揃え、皆さんにお貸
ししています。
　図書は１カ月以内で何冊でも、ビ
デオ・DVDは２週間以内で２本まで
貸出できます。

津山の印象は？
　津山で働くのは初めてですが、明るく元気で頑張っている女性が
たくさんいらっしゃいますね。
働きはじめたころは？
　男女雇用機会均等法ができる前で、女性は一生お茶くみで、キャ
リアモデルになる女性管理職はまったくいない、そのような時代で
した。若い人たちにとってはもう想像できないでしょうね。
これからの働き方で大事なことは？
　「長時間働くことがよい」から「短時間で良い内容を」という考え
方がさらに浸透していくことですね。
これからの世代の方たちへ
　育児休業や短時間勤務制度をはじめ、今あ
る制度をしっかり活用して仕事と生活の調和
を実現し、男女を問わず誰もが働きやすい社
会づくりにつなげていただきたいです。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
美
作
　
代
表 

遠
藤
知
子
さ
ん

　

ど
の
よ
う
な
団
体
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
つ
や
ま
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
で
は
、
様
々
な
女
性
問
題
の
解
決
に

向
け
て
、
学
習
会
や
講
演
会
等
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
情

報
の
集
約
と
発
信
基
地
と
し
て
の
女
性
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
を
強
く
実
感

し
、
設
立
に
向
け
て
提
言
を
し
ま
し
た
。
「
さ
ん
・
さ
ん
」
が
設
立
さ
れ
、

目
標
が
達
成
し
、
つ
や
ま
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
発
展
的
に
解
散
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
引
き
続
き
女
性
問
題
に
つ
い
て
活
動
し
よ
う
と
こ
の
会
を
結
成

し
ま
し
た
。

　
現
在
は
津
山
市
の
施
策
に
反
映
、
提
言
で
き
る
よ
う
に
女
性
問
題
の
み

な
ら
ず
他
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
学
習
し
、
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
女
性
グ
ル
ー
プ
と
も
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

「
さ
ん
・
さ
ん
」
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
ま
す
か
。

 

「
さ
ん
・
さ
ん
」
で
は
主
に
さ
ん
・
さ
ん
祭
り
の
中
で
学
習
会
を
開
催
す

る
形
で
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
青
年
海
外
協
力
隊
や
地
域
お
こ

し
協
力
隊
、
サ
ン
タ
フ
ェ
訪
問
団

の
方
々
を
呼
ん
で
対
談
形
式
の
学

習
会
を
行
い
、
各
団
体
の
活
動
に

つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

ダ
ン
ナ
の
た
め
の
妊
娠
出
産
読
本

萩
田
和
秀
／
著
（
講
談
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
５
年

マ
マ
た
ち
が
本
当
に
や
っ
て
ほ
し
い
こ
と

寺
内
順
子
／
著（
日
本
機
関
紙
出
版
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
７
年

嫁
ハ
ン
を

　
　
い
た
わ
っ
て
や
り
た
い

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
ひ
と
り
　

　
　
ぼ
っ
ち
に
し
な
い
た
め
に

えすぽあは、環境保護のため
再生紙と大豆インキを使用し
ています。
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